
川
端
玉
章
古
稀
記
念
展
覧
会
、
祝
賀
会

明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
十
日
間
、
日
本
美
術
協
会
列
品
館
で
本

校
教
授
、
帝
室
技
芸
員
川
端
玉
章
の
古
稀
を
記
念
す
る
作
品
展
（
天
真
会
主
催
）

が
開
か
れ
た
。
出
品
申
込
み
が
七
百
点
に
も
及
ん
だ
の
で
順
次
陳
列
替
え
を
し

て
展
示
し
た
。
御
物
の
四
季
山
水
図
、
帝
室
博
物
館
所
蔵
の
翫
具
売
図
、
九
鬼

隆
一
所
蔵
の
近
江
八
景
図
を
は
じ
め
、
過
去
の
作
風
を
概
ね
網
羅
し
、
そ
の
変

② 一
同

以

上

一
グ
ラ
ス
ゴ
ー
出
品
図
画
其
他

設
計
図
其
他

図
画
成
績

「
明
治
四
十
四
年ョ

リ

（
同
四
十
五
年
マ
デ

八

冊

一
同

拾
四
枚点

四

文
部
省
文
書
課
長
宛

目
録 月

日

さ
れ
た

（「
隷
嘔
声
四
五
庶
務
雑
書
類
庶
務
掛

」）。

な
お
、
左
記
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
火
災
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
学
校
生
徒
の

図
画
類
も
焼
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

英
國
グ
ラ
ス
ゴ

ー
生
徒
成
績
焼
失
二
付

文
部
省
へ
通
知
案
〔
明
治
四
十
四
年
三
月
三
日
立
案
〕

兼
テ
本
校
二
於
テ
参
考
ノ
タ
メ
借
用
致
居
候
英
函
グ
ラ
ス
ゴ
ー
学
校
生
徒
圏

霊
成
績
別
紙
目
録
之
品
先
般
本
校
火
災
之
際
取
出
ス
ノ
退
ナ
ク
遂
二
焼
失
致

候
間
可
然
御
取
計
相
成
度
此
段
得
貴
意
候
也

年

学

校

長

文
部
省
往
復
庶
務
掛

」）

遷
を
窺
う
に
足
る
展
覧
会
で
あ
っ
た
と
い
う
。
三
月
五
日
に
は
上
野
精
養
軒
で

参
会
者
千
余
名
に
よ
る
古
稀
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
本
校
校
長
正
木
直
彦
お
よ
び

九
鬼
隆
一
の
祝
辞
、
手
品
、
下
谷
芸
妓
の
手
踊
り
、
伊
井
一
座
の
喜
劇
女
天
下

な
ど
が
あ
り
、
来
会
者
に
玉
章
の
経
歴
、
逸
事
、
画
論
、
門
人
た
ち
の
談
話
を

載
せ
た
小
冊
子
『
川
端
玉
章
』

と
記
念
吊
紗
が
頒
た
れ
た
。

第
二
回
東
京
勧
業
博
覧
会

③
 

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
日
よ
り
六
月
十
日
ま
で
上
野
公
園
不
忍
池
畔
勧
業

協
会
で
第
二
回
東
京
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
が
今
回
は
本
校
で
は
特
に
協

カ
体
制
は
と
ら
ず
、
教
官
、
生
徒
及
び
卒
業
生
が
個
々
に
出
品
し
た
だ
け
で
あ

こ。
キ
ー

っ

図
画
師
範
科
の
参
観
旅
行

図
画
師
範
科
の
職
員
、
生
徒
、
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る
錦
巷
会
の
機
関
誌

『
錦
巷
』
創
刊
号
（
明
治
四
十
四
年
四
月
）
に
、

「
参
観
旅
行
」
と
題
す
る
記
事
が

あ
り
、
白
浜
徴
引
率
に
よ
る
同
科
三
年
生
の
群
馬
、
長
野
、
山
梨
三
県
下
諸
学

校
参
観
旅
行
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
科
の
生
徒
は
卒
業
を
前
に
し
て

こ
の
よ
う
な
実
地
見
学
を
行
な
っ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
報
告
書
は
日
程
、
報

告
分
担
者
名
、
高
崎
市
教
育
品
展
覧
会

・
高
崎
高
等
女
学
校

・
長
野
県
師
範
学

校
図
画
科
お
よ
び
手
工
科

•

長
野
高
等
女
学
校

•

松
本
高
等
女
学
校

・

松
本
中

学
校

・
開
智
小
学
校

・
松
本
女
子
師
範
学
校
お
よ
び
附
属
小
学
校

・
甲
府
師
範

学
校
の
見
学
報
告
か
ら
成
る
が
、
こ
こ
に
は
日
程
と
報
告
分
担
者
名
の
み
を
転

載
す
る
。

④
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甲
府
装

明
治
四
十
三
年
十
一
月
七
日
よ
り
同
十
一
日
に
至
る
、
日
敷
五
日
間
、
上
野

出
焚
、
高
崎
、
長
野
、
松
本
、
甲
府
を
糀
て
飯
田
町
蹄
着
、
行
程
三
百
二
十

哩゚
午

前

六

時

十

分

上

野

痰

午

前

八

時

五

十

八

分

高

崎

着

数
育
品
展
覧
會
、
高
等
女
學
校
参
観
。

午

後

二

時

十

八

分

高

崎

焚

午
後
七
時
四
十
九

分

長

野

着

長
野
市
、
鴻
静
館
宿
泊
゜

十
一
月
八
日
（
睛
）

長
野
縣
師
範
學
校
、
中
學
校
、
高
等
女
學
校
、
城
山
小
學
校
参
観
。

長
野
市
、
鴻
静
館
宿
泊
゜

十
一
月
九
日
（
暴
）

午

前

六

時

三

十

五

分

長

野

装

午

前

九

時

十

五

分

松

本

着

高
等
女
學
校
、
中
學
校
、
松
本
（
開
智
）
小
學
校
参
観
。

十
一
月
十
日
（
雨
）

女
子
師
範
學
校
、
同
附
蜀
小
學
校
参
観
。

午

後

三

時

松

本

焚

午

後

九

時

甲

府

着

甲
府
、
米
倉
旅
館
宿
泊
゜

十
一
月
十
日
（
暴
）

男
女
師
範
學
校
参
観
。

午
後
四
時
五
十
五
分

分
握

（
赦
室
係
）

（
教
具
係
）

（
赦
材
係
）

（

成

績

品

係

）

義

茂

君

（
教
授
の
質
察
）
田
中
賓
君

（
美
感
的
施
設
）
岡
登
貞
治
君

（
ス
ケ
ッ
チ
係
）
中
島
英
二
郎
君

（

日

誌

係

）

久

君

⑤

平
子
鐸
嶺
死
去

明
治
四
十
四
年
五
月
十
日
、
平
子
鐸
嶺
（
本
名
尚
）
が
三
十
五
歳
の
若
さ
で
病

死
し、

非
常
に
措
し
ま
れ
た
。
鐸
嶺
は
明
治
十
年
三
重
県
津
市
に
生
ま
れ
、
同

二
十
九
年
本
校
絵
画
科
（
日
本
画
）
第
二
年
終
了
後
西
洋
画
科
に
転
入
し
、
同―――

十
四
年
に
卒
業
し
た
。
翌
一
―
―
十
五
年
金
港
堂
に
就
職
。
三
十
六
年
東
京
帝
室
博

物
館
嘱
託
兼
内
務
省
嘱
託
と
な
り
、

一
時
『
馬
酔
木
』
の
編
集
員
と
も
な
っ

た
。
三
十
九
年
哲
学
館
講
師
就
任
。
四
十
年
内
務
省
古
社
寺
保
存
計
画
調
査
嘱

託
。
四
十
三
年
古
社
寺
保
存
会
委
員
。
本
校
在
校
中
か
ら
『
仏
教
』
『
東
京
美

術
学
校
校
友
会
雑
誌
』
『
新
仏
教
』
等
に
論
文
を
寄
稿
し
、
卒
業
後
は
『
馬
酔

木
』
『
東
洋
哲
学
』
『
新
仏
教
』
『
国
華
』
『
考
古
会
』
『
太
陽
』
『
歴
史
地

理
』
『
建
築
雑
誌
』
『
史
学
界
』
『
史
学
雑
誌
』
『
宗
教
界
』
『
学
燈
』
『
美

吉
田

中
根

安
藤

孝
治
君

湧
ロ

中
津

午
後
十
時
四
十
分

解
散
。

安
彦
君

満
君

秋
山

山
本

四
郎
君

任
君

文
一
君

佐
藤
七
之
助
君

野

口

渉

君

堀

秋

成

君

今
井
伴
次
郎
君

飯
田

飯
田
町
着

筑
瀬
由
太
郎
君

山

岸

貞

一

君
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